
イタヤガイの養殖試験一m

飼育水深について

佐竹武元

・イタヤガイ稚貝の飼育は堀田')が人工採苗稚貝で，岩橋ら2)がヒオウギ天然採苗器に付着した稚

貝を用いておこなっている．飼育水深については堀田')が８～９ｍに垂下して飼育し生長差はあ左

Dなかったようであるがホタテガイ稚貝の飼育では水深の違いにより差が生じているようである3)。

今回天然採苗した稚貝を用い水深別に飼育した場合の生長量および生残率を知る目的で予備試験を

行なったのでその概要を報告する。

材料と方法

使用した稚貝は１９７６年３

月２５日～６月２５日雀での

９８日間恵曇湾生州鼻地先で天

然採苗した平均殻長２１．５"の

ものである。飼育場所は第１図

に示したように恵曇湾生州奥地

先１，０００ｍの地点で水深２８

ｍの砂泥質の所である。貝は

８５ｘ８５ｃｌＥの真珠寵に５０個

ずつ収容し第２図に示した王う

な延縄式養殖施設に５ｍごとに

垂下した。寵の交換と貝掃除は

測定日ごとに行ない，貝は各寵

ごとに生残個数を箕えると共に

全数の殻長を測定し平均殻長お

よび生残率を求めた。水温は飼

育場所で毎月上・下旬に水深５

ｍごとに観測した。
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第１図飼育場所（×印）
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第２図飼育施設
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飼育期間は１９７６年７月８日～１９７７年６月７日雀での８８４日間であった。

結 果

1．生長

飼育水深が１５ｍの場合の乎土

（２月２８日）てはそれぞれ４

０５（範囲８５．０～４７ｐ），

４５．５噸（範囲４０．０～５２．

０鯛）であり終了時の８８４日

目（６月９日）には５１．０ｍ

（範囲４２．０～６３．０ｍＶ）で

あった。そこで，各期における

水深１５ｍでの平均殻長を１と

して算出した層位別の平均殻長

の割合は第８図に示すエうに

１０ｍ以浅の場合は１以下とな

り浅くたるにしたがい値が小さ

くたっている。２０ｍ以深では

いずれの場合も１以上であり深

くなるにしたがい値が大きくな

っており水深が深交るにしたが

１５ｍの場合の平均殻長は飼育開始後１３２日目（

)てはそれぞれ４

１１月１７日）および２８５日目
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〈たっている。２０ｍ以深では第３図時期別および層位別の平均殻長の変化

各期における水深１５ｍでの平均殻長を１とした時期向ずれの場合も１以上であり深
別，厨位別の平均殻長の比で示す。

〈なるにしたがい値が大きくた
飼育水深一。－；５，０－。－；１０，，－．－－；１５

っており水深が深交るにしたが、，－Ｘ－；２０，，－△一；２５，，－□－６２８ｍ

ってよく成長している。時期別では第４図に示すように各層位とも１８．１～２４．０℃の高水温期
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第４図層位別菱エび時期別生長量の比較

ａ；高水温期（18.1-24.0℃，白部；７月上旬一11月下旬，黒部；５月下旬－６月上旬）

ｂ；低水温期（110-17.6℃，斜線部；１２月上旬－５月上旬）

－２７９－



（７月上旬～１１月下旬および５月下旬～６月上旬）での場合が１１．０～１７．６℃の低水温期(１２

月上旬～５月上旬）に鮫ぺ1.9～7.7倍もよく生長している。

2．生残率

飼育水深が１５ｍでの生残率は

飼育開始後９８日目（１０月１４

日）および８０５日目（５月９日）

ではそれぞれ９４，６４鉛であり

終了時の８３４日目（６月９日）

には６０儲であった。そこで各期

における水深１５ｍでの生残率を

１として算出した層位別の生残率

の割合は第５図に示したように飼

育箙が底に接していた２８ｍの場

･合を除けば２０ｍ以深の場合は１

以上，１０ｍ以浅では１以下とな

っており水深力採まるにしたがっ

て高い生残率となっている。時期

別では第６図および第７図に示す
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第５図時期別および層位別の生残率の変化

各期における水深１５卯での生残率を１とした時期別，

層位別の生残率の比で示す。
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層位別および時期別ｌｉｊｉ粍率の変化時期
７月上旬－１０月下旬（白部），５月上旬－６月上旬（黒部）

１１月上旬－４月下旬（斜線部）
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ように各i:i位とも減耗率は荒天日の

多い１１月上旬～４月下旬の場合が

７月上旬～１０月下旬および５月上

旬～６月上旬に較べ1.7～１２．５倍

も高く波浪による物理的刺激が影響

したようである。
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飼育場所における層位別の平均水

温の変化を第８図に示した。

各層位とも８月下旬に最高（範囲

２２．５～２４０℃）となり２月上旬

に最低（範囲１１．０～１１．４℃）

とたった。各層位間の水温較差は７

月上旬～９月上旬，９月下旬～１１

月上旬，１１月下旬～５月上旬方よ
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第７図荒天日数割合の時期別変化

飼育期間中の総荒天日数（Ａ）に対する時期別荒

天日数（Ｂ）の割合(B/HLx10O)で示す。

び５月下旬～６月上旬ではそれぞれ0.0～0.8（範囲２０．４～２４．０），０．０～0.6（範囲１９．

２～２１．２），0.0～0.2（範囲１１．０～１８．８）および0.1～0.5℃（範囲１８．１～２０．０

℃）であり高水温期では層位間の較差が大きく低水温期ではほとんど差はなかった。

孝 察

垂下飼育をおこなう場合は生長がよく，生残率の高い水深で飼育することが必要である（例えば，

今井）。

今回の試験では，生長は高水温期の場合が低水温期に較べよくなっているが層位別では水温が低

くなる底層ほどよい。生残率も荒天日割合の低い時期や層が深まり波浪の影韓が少なくなる場合が

よく生長，生残率は岩橋ら2)が指摘しているように水温の影響を受けるとは思われるが今回の試験

＊荒天日

当分場に付設されている（株）日本エレクトリブクインスルメント社製の指示風向風速計によ

る定時観測により風速８ｍ/ｂ〔風向Ｎ－（Ｗ）－s〕以上を荒天日とした。
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第８図飼育場所における層位別平均水温の周年変化
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の水温範囲（１１．０～２４．０℃）ては波浪に上る物理的生理的要因が強く影響していると考えられ

る。したがって飼育水深は波浪の影響が少なく，生残率が第５図および第６図から６０妬以上であ

り，生長がホタテガイの場合健苗種苗の目安を１２月中旬で殻長３～4噸，翌年３月下旬で５～６

噸としていることから本種の場合もこれに準ずるとすれば第８図および第４図から１５〃以深がよ

いと考えられた。今後，前報4)の結果と併せて本種の養成技術を確立するため試験を継続する予定

である。

要 約

１９７６年３月２５日～６月２５日までの９３日間恵曇湾生州奥地先で天然採苗した平均殻長

２１．５ｶm『（範囲１９．０～２４．０"）のイタヤガイ稚貝を真珠鏑（３５×８５噸）を用いて水深別

に飼育しつぎの結果を得た。

１．貝の生長比は飼育層が深まるにしたがって時期ごとに１．０２５～１．０９倍の範囲で高くなっ

た。また生長量は高水温期（７月上旬～１１月下旬および５月下旬～６月上旬）が低水温期（１２

月上旬～５月上旬）に較べ1.9～7.7倍よく生長した。

２．生残率の比は飼育層が深注るにしたがいIF寺期ごとに１．０～１．５５倍の範囲で高くなった。禽

允減耗率は荒天日割合の高い時期（１１月上旬～４月下旬）が他(｡】寺期に較べ1.7～１２５倍高か

った。

８．飼育水深は生長および生残率から１５雁以深がよいと考えられた。
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